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タ イ国 の気 候 区分 に か ん す る一 考 察
- と くに 湿 潤 度 の 判 定 に つ い て -














Ⅰ 地 形 区 分
気候についてのべるまえに,タイ国の地形区分について総括的なとりまとめをおこなってお
きたい｡タイ国が地理的に熱帯圏にあることは,どんな地図をみても容易に理解できよう｡北
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不統一,とくに中部と北部の境がでたらめにつかわれるのは混乱をまね くおそれがあろう｡




中 央平原部は東西に約 160-200km,南北に約 500km のひろがりをもつ広大な平原で, ス
コタイ,ウ トラデイト,ピサヌロークの各県を北限とする.高谷6) は中央平原部のデルタ地形



























は,年平均気温 は 25oC以上でなければな らない｡
年平均気温が もっとも低 い チ ェンライにおいて も,24.8oCであるか ら(気候データ1)*,タイ
には気候i'伽こも熱帯 にあるとい って もさしつかえないであろうOただ気温の観測所がほとん ど
すべてのばあい低地におかれているため, 山 地のよ うすはまった くわか らないoチェンライの
図2 年 平 均 気 温 分 布 図
大陸部では北から順に年平均気温が高 くなるが,
半島部ではいったん低 くなる｡データは気候デー
タ 1 による｡51地点の観測結果がふ くまれてい
るが,観測年数はかならずLも一定しない｡
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東 南 ア ジ ァ研 究 第 5巻 第 3号
蓑 1 各 地 の 平 均 風 向 と 降 水 量,降 水 日 数
データは気候データ 2による.このデータはのちに利用する 1,3より観乱点数がす く
ないが, いろいろな気候要素が 記録されているので なにかと便利である｡ Nakhonsト
thammaratの降水量,降水日数のみ3によった｡
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冨 水 芸 ■"77'"2278"5173]0告 .S6ご2… 9W6.｡fl芸.9㌧芸.2:22W...6 272
降 水 量 14.4 12.6.42.7141.8228.0.210.8177.9268.1249.5:119.4
降水口数 ･ 1.3 2.9
Roi-et
降水口数 ; 0.3 2.3
Ubonratchathani
風 向 NE ･NE
降 水 二這 2.2 7.4
降水日数 0.3 1.8
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1
Sattahip
降 水 量 27.5!50.3…55.6…136.9188.3 61.5 71.6…128.1…173.8268.8113.8 10.7 1286.9
降水｢]数 2.3: 5.1 5.3 10.0 15.5 10.5 .3 14.T 15.4 18.9 10.5 1.9 121.4
Chanthaburi
l
降 水 壷 30.3!44.3 60.4200.9;373.3.539.2492.6562.8!604.4314.0 58.9 6.6 3287.7
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測の結果によるのであろう｡Pendleton5) はやはり卓越風の季節的交替に着 目して, おなじよ
うな季節区分をしているが,ここでえたものと各月の対応がちがうようである｡
平均値としての季節風は,このようにはっきりとした季節区分ができるほど,きわだった変
化をみせるが, 1年 1年を とってみるときわめて 変動のはげしいものである｡5'10･13)これら降
水量の変動のはげしさと重要な関係があり,低緯度季節風地帯の降水量予報をきわめて困難な
ものとしている｡Pendleton5'は平均値からずれる異常なタイプを四つにわけ,(1)南西季節風

















































160.8mm は10日,1929年には 16.06mm 14日,については なんらふれていない｡9月の 降水
















































部の一部に 3000mm をこえるところがあるのをのぞいて, 全休 として年降水量の レベルはか
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長時閲の影響をのぞいた)最大蒸通発量 eは 13.5cm となり,それ以下では
e-cod (1)
で近似できるという.定数 C,aをきめるために Oからiを数値表でひき, 合計 Iをもとめ両
対数軸にとった計算図を利用するわけであるが,βが 26.5oC より大きいばあい βは(1)式では


















10-1 100L6 e(cm) lO l
えってかんたんになる｡この表にあたえられている数値をプロットしてつないでみると図 7に
しめすようにな り 0>26.5oC で eはゆるやかな 曲線をえがいて上限値を もつようにみえるO
平均気温のたかい, したがって Jの大なる地方では ♂-26.5oC で不連続な変化を するのが気
がか りであるが,今回の計算ではそのまま利用することにした｡ 求め られた βに緯度によるl｣
長時間の補正をほどこしてIlu出での最大蒸通発量をえる｡
このようにしてえられた e'を支出,降水量 Pを収入 として収支計算をおこない,P>e'aj月は
水分はあまり,流出する｡P>e'ならは水分は最大蒸通光量に対 して 不足する｡ただ し土壌に
は保水力があるか ら一定の限度までは水分をた くわえることができるとするわけである｡ソ -ー
ンスウェイ トはいろいろな土壌の平均値 としてこの値を 100mm と仮定 している｡16) P､3'の
月においても,もし p-e'が 100mm をこえないばあいは,土壌水分によってまかなわれるか
ら,実際には水分の不足はおこらないと解釈するわけである｡
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表 3 各地 の 降水 量 と最 大蒸 通 発 量 に よ る水 分 収 支
Cは平均気温,e'は最大蒸連発量(支出),Pは降水量(収入),Bは e'とP の収支,
SM は土壌水分量,Sは過剰水分量,Dは不足水分量をあらわすo
データは気候データ 1および 3による｡ ただし各地の緯皮, 経度および高度は
気候データ4によった｡
二 ｢亘 二戸 車i車 可 読 ｢這打 両 ~元 ｢~云 持 去p･T o-tt-･~1~読 75話･~亘 よこ:Fr三･
1. 内 陸 高 地









































Station:2. Maehongson,19018′N,9 7055′E, 271m , H um idM onths 5.8,A rid Months6.2

















































oE 0; 0∃ 18･2j398･5
Station:4. Nan,18047'N,100O47'E,201m, HumidMonths4.2,AridMonths7.8
o(oc) r21.3
e'(mm) ;57.2 79･0】140･9i163･9 F 178･0
B(mm) ;-49.8ト 67.2;-118.6
2 9
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S(mm) t 0
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Station:16.Roトet,16003′N,103041′E,140m, HumidMonths6.4,AridMonths5.6
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3.中 央 平 原
Station:21.Phitsanulok,16050′N,100016′E,50m, HumidMonths5.9,AridMonths6.1
e'(rnm) L 92.0 1
P (mm) t 6.7
β (mm) ;-85.3










o; 0 8.8 42.6ilOO.0100.0 82.2 0! OE











S(rnm) 0 0 0 0 0 0 0 0 32.3 0 01 0 32.3
Station:25.Lopburi,14048′N,100037′E,13m,HumidMonths4.0,AridMonths8.0
30.1[ 30 .7 , 29.9 28.9 28.3 28.1
e'(mm) 119.6 137.3 167.6
P(mm) 3.8･ 20.5! 48.7
B(mm) :-115.8(116.8;-118.9
1
SM (mrn) 0 0 0
∫(mm) 0 0･ O
D (mm) 115.8 116.8 118.9
1931～60
2718･.27･4 26･4 25 ･3 . 28･1L 9g53
173.1 179.3 167.1 168.1 160.5 149.1!144.3!126.6 107.918〔0.5
0･ 0 0 0 18.9 100.0;100.0 5.8 0
0 0 0 0 0 29.3 12.6 0 0 41.9
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Station:26.Suphanburi,14030'N,99050'E,?, HumidMonths4.3,AridMonths7.7
SBL ?m汗 98甘 113甘 123･芸
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p(--) 7･2 27･3;55･1=124･2…241･3325･3.378･5346･4388･1 188.2 30･2 2･12113･9豊
B(mrn) -104.2-104.2ト106.4; -45.7!64.3.160.7212.1186.8239.0 39.7-10 2 .3-106.0 333.8
∫(mm) 0 0 0 0 0125.0 2 12.1 186.8239.0･39.7 0 0802.6
Station:31.Aranyaprathet,13042'N,102035'E,44m, HumidMonths74 AridMonths4.6




SM(mm) 0 0 0 0 0.1 20.4 74.7100.0100.0100.0 35.0 0
∫(mm) 0000 0 006.2121.1 49.7 0 0177.0
ノブ(mm) 93.5:102.0 94.4 55.6 0 0 0 0 0 0048.4393.9
4.東 南 部
Station:32･Sattahip,12039'N,100053'E,55m, HumidMonths3･5, AridMonths8･5
∴ ∴ 二~ I- ∴ ∴ ∴ ~∴ ~二二 ∴ 二∴ ニ ー~ ニ tー
I
B(m m ) -122 .2 -94.4㌧103 .3 -61.9-15.1-90.0･-76.6 -60.4 68.8 128.9-41.7-122 .4-590.3･
SM(mm) 0 00 0 0 0 0 0 68.8100,0 58.3 0
Station:33.Chanthaburi,12037'N,102007'E,5m, IumidMonths74 AridMonths4.6
SM(mm) 0 00 0100.0100.0100.0100.0100.0100.0 46.7 0
∫(mm) 0 00 ･ 0 88.6:338.8376.6338.4383.6126.5 0 01652.5
刀(mm) 99.3;90.1.85.8 13.8 000 0 00 0 57.1!346.i
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Station:38.BanDon,09008/N,99018/E,3m, Humid Months8.4, AridMonths3.6
e'(mm) .120.0･124.5151.4:158.5:165.5157.5157.9;156 .4:146.6143.1129.3116.71727.4
sM(mm) 42.7: 00 0 38.2 25.6 0 0 ' 50.0100.0:100.0100.0
∫(mm) 00000000076.3182.9･123.3382.5








o(oc) 26.9;27.3･27･8 28･5 28･9:28･6 28･4 28･3 28･1;27･5･.26･8 26･5:27･8.Lg喜Z
p(m-, 159.5 58.0･57･3 90･7118･510013 92･1 91･0102･9:325･2:579･5456･32231･3.盟
B(mm) 18･1-74･1了93･3-64･0-45･5了58･2-67･9･-66･6上47･2177･2;443･2318･6440･3
刀(mm) 0 0 67.4 64.0.45.5.58.2 67.9 66.6.47.2 0 0 0416.8
station:41.Narathiwat,06026′N,101050′E,4m, HumidMonths10.9,AridMonths1.1
0(oc) 25･6 26･3 26･9 27･7. 28･0 2 7 ･6 27･3 2712 27･2 26･7:26･1 25･8 26･9【=岩岩
1
B(mm) 95.2ト 3ー3.1 -31.6 -62.9
sM'--' ;100.0: 66.9 35.3 0
; ∴ ∴ ::~ I-_:_- 二二二二 二∴ ∴ 二 二二 ~:_
1
19.6; 12.6 0 17.2!55.8･100.0:100.0!100.0
S(mm) 95.2･ 0･ 0･ 0: 0･ 0 0



















-31.3 347 4 .4
68.ZoE3…冒壬‥≡
Station:43.Phuket,07058′N,98024′E,3m,HumidMonths8.3,Arid Months3.7




































































度を一律に 100mm と仮定して計算してみた.バ ンコクのばあいを例にとって収支計算をさら
に説明しよう011月から5月までの各月は P<e'で水分収支はいちおうマイナスとする0 6月
から10月までの各月は P>e'でプラス｡ 6月から 8月までの をうわまわるPはすべて土壌水
分としてたくわえられる｡ 9月にいたってはじめて土壌水分は 100mm をこえ,余剰水分 79.7




るから p-e′の 106.9mm は全部余剰水分である｡ 11月には P>e'となり, さきにいちおう
マイナスの収支をしたが,その分 77.0mmは土壌水分で十分まかなうことができる｡したがっ
てこの月はまだ水分不足はおこらない｡12月にはじめて p-e'は土壌中に たくわえられた水分
を全部つかいきってもなお 84.3mm の水分 不足をみるOこの月o)A-e'は 107.3mm である
から土壌水分でまかなったのは21%にすぎず,逆に水分不足は79%もあるということができよ
う｡けっきょく年間を通じて 186.0mm の余剰と 522.5mm の不足が生じている｡年間の総最














地は最大蒸通発量が 1500mm 台になるが,降水量がチェンライ付近の 北部をのぞいてかなり
低 い ため,水分収支はやはりマイナスである｡降水分布はチェンマイ型の一山集中型がおおい｡
コラー ト台地は二山型の降水分布をもつがバンコク型よりより鋸若にあらわれるO最大蒸通
発量は 1600mm 台であるが,北部高地とおなじく降水量が 低いため水分収支は概してマイナ
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いる｡17) 深 さ 70cmまでおなじ組成の土壌
がつづ くとすればこれは 10mmljilから180
mm 弱までのひらきがあることになる｡堤
ら18)はコラー ト台地のパ クトンチャイ (ナ
コンラチヤシマの南)で最大容水量が 300










パ ノム,セーノイ (ウボンラーチャタ二の束)で 100-120mm,10-30%, 北部高地のランバ
ン,チェンマイで 300-400mm,50-60%, 半島部のカオチ ョン(トランの東)で 300mm,80%
という値をえている｡半島部での採取時季は 1月でまだかなりの降水をみるときであるから採
取時含水率が最大容水量の80%という高い値をしめしたが,これは圃場容水量にかなり近い値
と考えて さしつかえないであろう｡ 圃場容水量が最大容水量に平行して変化するものとす れ
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ば,コラー ト台地ではパクトンチャイの 240mm,メコンパノム,セ-ノイの 80-160mm,北部
高地の 240-320mm,半島部では 240mm とすることができよう｡北部高地の土壌は概して浅
く磯に富むが埴壌土のものがおおいのに対して,コラー ト台地は概して微砂質壌土で石英質も






























いろご教示を うけた｡気候データ1および3はチュラロンコー ン大学理学部の PairathSaichuae
氏のご好意で入手できたものであるoこれがなければ本稿はできなかったであろう｡記 してあ
つ く謝意を表 したい｡
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